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相変化に対する

Yang-Lee の定理の拡張かどこまで成立つか をしらぺる為, next

nearestneighborlsingm)del及び強誘電体のSlater 任.ieb)rmdel,

Wumode一,反強誘電体のPysmodelについてしらべて見た.前者では4×

4の状態和を作 りJ/kT,J'/セTの符号と比をかえて複素磁場平面における

板の分布をしらべた, ferro-ferroの場合 は (当然の ことながら)単位円

上に分布するが他の場合は複雑であるo 後者では各rrDdelの 2次元的versi(刑

について状態和を作 り (4×4, 4×6, 5×6)複素電場平面,複素温度

平面の根の分布をしらべた,KDPmodelのT<Tcのときの複素,電場平面

の眼の分布はYang-Lee的であるか,T〉Tcの場合,及びRysrrr)delにお

ける根の分布はYangLee的でない,詳しくはVoトN0 5の論文を見 られた

い｡
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